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初日参加者の業種分布は、IT74.7%（微増）、エンジ・建設9.3%（増加）、製造
7.9%（減少）、金融・流通サービスなど0.4%（減少）。
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参加者プロフィール：

プロジェクト・マネジャーが４０％。

PMPが71.8％、PMSなど18.7%。
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今回は、大ホール客席、小ホール客席（基調講演は映像中継）、宴会場（基調
講演は映像中継）を駆使して参加者の増加に対応した運営を行った。
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三品氏は、日本企業が勝つためには捨て身の大技（土俵を創る）べき。そのた
めには、ネットワーク経済を活かし（センサーネット構想）、プロトコルを交えた
データを駆使すべき（仕組みのエンジニアリングが重要）と解説。

齊藤氏は、ITと社会インフラ統合による価値創造が重要。そのための先進的な
サービス・プラットフォーム実現に向けた日立の取り組みについて、事例を交え
て解説した。
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岩崎氏は、「イノベーション」と競争に負けた人たちの「居場所」との関係、また
その方法について解説した。

西尾氏は、伝統文化を体現する京都花街の人材育成について、舞妓から芸妓
へのキャリア形成の視点から解説した。特に、顧客の要望に応じたチームを組
むシステムをプロジェクトマネジメントとして捉えた説明は好評。
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